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第４章 水害の治水事業の沿革 
４－１ 主な洪水 

雲出川における過去の洪水は、台風に起因するものが多く、破堤による氾濫等によ

り人家や農作物等に多大な被害をもたらしてきた。 
以下に雲出川の過去の主な洪水の一覧及び主要洪水の概要を示す。 

表 4-1 過去の主な洪水と洪水被害 

発生年月日 原 因 
流域平均 
日雨量 
（mm） 

地点流量 
（m3/s） 概 要・被 害 等 

明治 3 年(1870) 
7 月 19 日 
9 月 7 日 

9 月 18 日 

   

明治３，９，18 年風水害、庄村・日置・其村・須ヶ瀬など大被害。（三重県史稿、庄村・日

置・其村文書） 
３年は海岸堤防決壊、鵲村で死者 40 名。（鵲村水害史） 

明治 13 年(1880) 
8 月 25    大風雨にて出水、雲出川損亡代償 1,018 円。（三重県災害誌） 

明治 18 年(1885) 
7 月 1 日    大風水害、庄村・其村等被害甚大。（庄村区文書） 

昭和 25 年(1950) 
9 月 3 日 ジェーン台風   被害甚大 

昭和 34 年(1959) 
８月 13 日 台風７号 223 約 2,600 （不明） 

昭和 34 年(1959) 
9 月 25 日 

伊勢湾台風 
（台風 15 号） 261 約 4,400 

大仰橋地点のピーク流量 3,250m3/s（推算）を記録する。雲出川本川とも各所で破堤、流域

全体にわたり被害。総雨量は川上 525mm、白山 470mm。 
大仰橋地点でピーク水位 6.46m（既往最高）を記録。 
床上浸水 943 戸、床下浸水 1,581 戸、全半壊 529 戸、浸水面積 2,531ha。 

昭和 36 年(1961) 
６月 26 日 梅雨前線 234 約 2,700 （不明） 

昭和 36 年(1961) 
10 月 27 日 低気圧 268 約 3,000 （不明） 

昭和 40 年(1965) 
9 月 17 日 台風 24 号 193 約 3,200 

大仰橋地点のピーク流量 2,037m3/s を記録する。雲出川本川左岸小戸木地区が破堤。家屋、

農地に被害。 

総雨量は川上 658mm、多気 463mm、宇気郷
うきさと

447mm。 
大仰橋・雲出川地点の水位は、それぞれ 6.70m、3.70m を記録。 
床上浸水 23 戸、床下浸水 160 戸、全壊流出 1 戸、浸水面積 795ha。 

昭和 46 年(1971) 
8 月 30 日 台風 23 号 233 約 2,600 

大仰橋地点のピーク流量 1,357m3/s を記録。 
雲出川は大正橋流失、支川中村川破堤。 
床上浸水 30 戸、床下浸水 754 戸、全壊流出 1 戸、浸水面積 1,656ha。 

昭和 46 年(1971) 
9 月 26 日 台風 29 号 189 約 2,900 

支川波瀬川が破堤。総雨量は室の口 287mm、八太 260mm、白山 252mm。 
大仰橋地点の水位 5.48m、流量 1,715m3/s、雲出橋地点の水位 4.40m を記録。 
床上浸水 196 戸、床下浸水 2,562 戸、全壊流出 2 戸、浸水面積 1,121ha。 

昭和 49 年(1974) 
7 月 24 日 低気圧 303 約 3,900 

大仰橋地点のピーク流量 1,962m3/s を記録。 
総雨量は、多気 344mm、宇気郷 340mm、津 331mm。 
大仰橋、雲出橋地点でそれぞれ 5.75m、5.29m の水位を記録。 
床上浸水 48 戸、床下浸水 561 戸、全壊流出 8 戸、浸水面積 2,589ha。 

昭和 51 年(1976) 
９月８日 前線 261 約 2,100 床上浸水 1 戸、床下浸水 102 戸、浸水面積 355ha。 

昭和 57 年(1982) 
8 月１日 台風 10 号 357 約 5,400 

大仰橋地点で現行計画高水流量 2,700m3/s を超えるピーク流量 2,912m3/s、中村川の島田
しまだ

橋

地点でピーク流量 1,014m3/s を記録。 
大仰橋地点で、計画高水位を上廻る 6.70m の水位を記録。支川波瀬川・中村川も計画高水

位を突破する。日雨量はいずれも既往最大を記録。 
床上浸水 406 戸、床下浸水 928 戸、全半壊 92 戸、浸水面積 977ha。 

平成２年(1990) 
9 月 19 日 

台風 14 号 
前線 239 約 3,700 床上浸水 9 戸、床下浸水 43 戸、浸水面積 132ha。 

平成 5 年(1993) 
9 月 9 日 台風 14 号 166 約 3,600 

大仰橋地点で 6.17m、波瀬川の下川原
しもがわら

で 4.24m、中村川の島田橋で 4.31m の水位を記録。

総雨量は多気 192mm、宇気郷 170mm、川上 187mm。 
床上浸水 38 戸、床下浸水 199 戸、全半壊 5 戸、浸水面積 272ha。 

平成６年(1994) 
9 月 30 日 台風 26 号 244 約 3,500 床下浸水 4 戸、浸水面積 9ha。 

平成 16 年(2004) 
9 月 29 日 

前線 
台風 21 号 238 約 4,800 

大仰橋、島田橋地点で、計画高水位を超える 6.57m、4.28m の水位を記録。 
総雨量は宇気郷 502mm、白山 354mm、津 440mm。 
床上浸水 28 戸、床下浸水 92 戸、浸水面積 786ha。 

注）流域平均日雨量は雲出橋上流域 

地点流量は雲出橋地点の洪水調節氾濫戻し流量 

※全半壊：全壊、半壊、流失を全て含めた 

※流量は洪水調節氾濫戻し流量 

※被害状況については「水害統計（建設省）」の値を用いた（但し、昭和 34 年 9月，40 年 9月、平成 16 年 9 月洪
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